
［お願い］   ＊学生券のご購入は 30 歳未満の大学生までの方に限らせて頂きます。
  ＊上演中の写真撮影、録音、携帯電話のご使用は固くお断りいたします。
 ＊未就学児のご入場はご遠慮ください。

◎表面の絵は高岡何有氏「桜と小鳥」（1985 年）の画像を加工して使用しています。
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日時：2017 年 6 月 11日（日）13 時開演（12 時半開場）　 場所：国立能 楽堂（渋谷区千駄ヶ谷 4-18-1　TEL：03-3423-1331） 主催：潤星会

特別指定席（S） 15,000 円

正面指定席（A） 10,000 円
自由席（B） 6,000 円
学生券（自由席） 3,000 円

2017 年 4 月1日（土）午前10 時より

潤星会 TEL/FAX：0422-32-2796（山田方）

山田伊純事務局 TEL/FAX：075-366-6698
吉祥寺事務所 TEL：0422-22-1536（担当・三澤）

やどかりハウス TEL/FAX：0422-33-9282
国立能楽堂 TEL：03-3423-1331
チケットぴあ TEL：057-02-9999 
 Pコード：457-052   
 http://bit.ly/2ksl9VN

■チケット取り扱い先■チケット料金

■チケット発売日

 　 HP：ht tp: // junseikai.or.t v/　  武 蔵 野市境南町 5-3-17（山田方）

  Mail：junsei@jt2.so-net .ne.jp　  TEL /FA X：0422-32-2796

＊ FAX でお申し込みの際は、〈住所・氏名・連絡先・ご希望枚数〉をご明記の上、ご送信ください。
＊各取り扱い先のほか、付属のハガキ、潤星会のメールでもお申込みいただけます。

正面 1 列〜 3 列（1 〜 12 番）

潤星会
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金
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法
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能
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務
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。
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剛
会
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京
都
市
立
芸

術
大
学
客
員
教
授
。
同
志
社
大
学
客
員
教

授
。
著
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に
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剛
家
の
面
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ロ
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演
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会
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を
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」
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を
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め
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。
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よ
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各
地
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で
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の
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を
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。
金
剛
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宗
家
金
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謹
の
も
と

五
年
間
の
内
弟
子
修
業
を
終
え
昨
年
四
月

に
独
立
を
許
さ
れ
る
。

能	

「
鞍
馬
天
狗
」

　
鞍
馬
山
東
谷
の
僧
は
招
待
を
受
け
て
稚
児
た
ち
を
連

れ
て
西
谷
の
花
見
に
行
く
。
そ
こ
に
見
知
ら
ぬ
山
伏

が
侵
入
し
て
来
た
の
で
、
僧
と
稚
児
た
ち
は
席
を
立
ち

帰
っ
て
し
ま
う
。
平
家
公
達
の
稚
児
ば
か
り
の
中
に
い

た
源
氏
方
の
稚
児
で
あ
る
沙
那
王
す
な
わ
ち
牛
若
丸

は
、
一
人
だ
け
居
残
っ
た
。
そ
れ
を
憐
れ
ん
だ
山
伏
は

沙
那
王
を
連
れ
て
花
の
名
所
を
見
せ
て
廻
り
、
実
は
自

分
が
鞍
馬
山
に
住
む
大
天
狗
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
。

大
天
狗
は
沙
那
王
に
、
秘
伝
の
兵
法
を
授
け
る
た
め
翌

日
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
消
え
る
。

　
翌
日
、
沙
那
王
の
前
に
大
天
狗
が
現
れ
兵
法
の
奥
儀

を
伝
え
る
。
平
家
討
滅
の
際
、
弓
矢
の
力
を
添
え
て
守

る
こ
と
を
約
束
し
、
鞍
馬
山
の
杉
の
梢
に
飛
び
去
っ
て

い
っ
た
。

舞
囃
子	

「
東
北
」

　
東
国
の
僧
が
都
の
東
北
院
の
梅
の
花
を
眺
め
て
い
る

と
、
一
人
の
女
が
来
て
、
こ
れ
は
和
泉
式
部
が
植
え
た

梅
で
あ
る
事
を
教
え
る
。
そ
の
由
縁
を
語
り
終
え
る
と
、

実
は
自
分
こ
そ
が
梅
の
花
の
主
で
あ
る
と
告
げ
る
。

　
僧
が
夜
通
し
法
華
経
を
読
誦
し
て
い
る
と
、
和
泉
式

部
が
在
り
し
日
の
美
し
い
姿
で
現
れ
る
。
和
歌
の
徳
や

東
北
院
の
こ
と
な
ど
を
語
り
、
美
し
い
舞
を
舞
う
う
ち

に
、
や
が
て
僧
の
は
か
な
い
夢
が
さ
め
る
。

能	

「
乱
」　

　
唐
土
に
住
む
親
孝
行
者
の
高
風
と
い
う
男
は
、
或
る
夜

の
霊
夢
に
従
っ
て
市
で
酒
を
売
る
と
、
次
第
に
富
貴
の
身

と
な
っ
た
。
そ
の
市
に
は
高
風
が
市
を
開
く
度
に
来
る
客

が
い
た
。
不
思
議
な
事
に
そ
の
者
は
酒
を
ど
れ
だ
け
飲
ん

で
も
顔
色
一
つ
変
え
な
い
の
で
、
高
風
は
名
を
問
う
と
、

自
分
は
海
中
に
住
む
猩
々
で
あ
る
と
答
え
た
。

　
今
日
は
猩
々
の
住
む
と
い
う
潯
陽
の
江
の
辺
り
に
酒

を
用
意
し
て
出
現
を
待
っ
た
。
空
に
月
や
星
が
隈
な
く

輝
く
な
か
、
猩
々
は
現
れ
、
酒
を
飲
み
、
舞
を
舞
う
。

高
風
の
素
直
な
心
と
親
孝
行
の
徳
を
讃
え
、
壺
に
永
久

に
汲
ん
で
も
尽
き
な
い
酒
を
入
れ
て
返
し
た
。

　
や
が
て
猩
々
は
消
え
失
せ
、夜
が
明
け
て
も
壺
は
残
っ

た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
高
風
の
家
が
長
く
繁
盛
し
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
誠
に
め
で
た
い
事
で
あ
る
。

乱
（
み
だ
れ
）
と
は
／
能
「
猩
々
」
の
特
殊
演
出
で
あ
る
。
青

年
楽
師
が
一
度
は
挑
ま
ね
ば
な
ら
な
い
大
曲
で
あ
る
。
こ
と

に
、
乱
の
舞
で
は
普
段
の
舞
と
は
大
き
く
異
な
る
足
遣
い
と

型
（
動
き
）
を
こ
な
す
。
金
剛
流
の
足
遣
い
は
、
海
の
波
を
表

現
す
る
極
め
て
特
殊
な
も
の
で
、
こ
れ
ぞ
”舞
金
剛
“の
名
に

ふ
さ
わ
し
い
秘
技
と
い
え
る
。

第29回	潤星会

金剛流	山田伊純
独立記念能

平素より皆様にはご支援賜り有難うございます。
平成23年に宗家のもと内弟子入門をさせて頂き、5年間の修行を勤め、
昨年には道半ば乍ら独立のお許しを頂きました。
又、此の度「乱」の開曲をさせて頂くことに相成りました。
もとより浅学菲才の身ではございますが一生懸命に勤める所存です。
ご来場賜りますよう伏してお願い申し上げます。 山田	伊純


